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第
一
節

市
内
観
光

滝
川
は、
大
雪
連
峰
から
流
れ
る
石
狩
川
と
、
日
高
山
脈
の
清
流
を
運
ぶ
空

知
川
が
出
会
う
と
こ
ろ
に
在
り
、
早
く
か
ら
中
空
知
の
中
核
都
市
と
し
て
栄
え

て
き
た。
畳
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
な
美
田、
広
と々
し
た
牧
場、
グ
リ
ー
ンベ

ル
ト
が
続
く
河
川
敷、
絵
の
よ
う
に
美
し
い
牧
歌
的
な
風
景
は、
先
人
た
ち
の

努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
滝
川
市
は
こ
の
自
然
条
件
と
市
民
の
知
恵
と
を
融

合
さ
せ
た
観
光
事
業
を
す
す
め、
産
業
振
興
と
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
し
て
き
た
。

「滝
川
」
の
地
名
で
あ
り
な
が
ら
市
内
に
は
自
然
の
滝
は
見
当
ら
ず
物
足
り

な
い
思
い
も
あ
っ
た
が
、
〝滝々

を
積
極
的
に
創
り
出
し
、
水
・
川
・
滝
に
親

し
み
、
自
然
と
の
ふ
れ
合
い
を
め
ざ
し
た
観
光
事
業
を
開
基
百
年
を
契
機
と
し

て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

水
郷
滝
川
公
園

例
年
五
月
の
「さ
く
ら
ま
つ
り
」
は、
長
い
冬
から
解
放
さ
れ
た
市
民
に
と

っ
て
大
き
な
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
楽
し
い
公
園
と
し
て
定
着
し
て
き
た。
季

節
ご
と
に
草
花
が
咲
き
乱
れ
安
ら
ぎ
と
調
和
を
も
た
ら
す
場
で
も
あ
り
市
民
の

健
全
行
楽
地
と
な
っ
た
。
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文
人
国
木
田
独
歩
の
碑
文
と、
歌
人
石
川
啄
木
の
歌
碑
に
接し
、
昔
を
偲び

現
代
を
考
え
る
よ
す
が
と
な
り
得
る
場
所
で
も
あ
る
。

北
泉
岳
寺
北
海
道
四
十
七
義
士
の
墓

四
十
七
義
士
之
墓
の
土
を
分
霊
と
し
、
高
輪
泉
岳
寺
と
同
一の
墓
建
設
再
現

を
認
め
ら
れ、
昭
和
三
十
一
年
完
成、
同
年
十
月
十
四
日
開
眼
供
養
を
行
っ

た
。以
来、
毎
年
十
二
月
十
四
日
に、
滝
川
・
砂
川
両
市
の
有
志
が
集
ま
り
、
赤

穂
四
十
七
義
士
の
義
挙
に
思
い
を
馳
せ、
世
人
の
安
寧
と
地
域
発
展
を
祈
願
す

る
た
め、
義
士
に
扮
し
粛
と々
隊
伍
を
組
み、
墓
前
に
ぬ
か
ず
き
義
士
の
遺
徳

彰
揚
す
る
こ
と
を
習
風
と
し
、
昭
和三
十
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
今
で
は
一

般
の
人
の々
参
詣
も
多
く
名
所
の
ひ
と
つ
と
な
って
いる
。

道
立
滝
川
畜
産
試
験
場

呼びもとき

義 士 祭

九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
大

牧
場
で
東
滝
川
に
所
在、
国
道三十

八
号
「羊
の
里
マ
ル
カ
ロー
ド
」
で

休
憩
後、
西
の
方
向
に
す
す
む
と
間

も
な
く
の
と
こ
ろで
、
羊
や
豚
の
飼

育
、
飼
料
作
物
の
試
験
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

緑
の
大
草
原
に
の
ん
び
り
と
群
れ

て
遊
ぶ
羊
た
ち、
駆
け
回
る
護
羊

犬、
牧
童
の
口
笛
、
ま
さ
し
く
大
自

然
の
一
幅
の
名
画
の
よ
う
な
世
界
が
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広
が
っ
て
い
る
。

(注
第
八
編
第
一
章
第
十
四
節
参
照)

滝
の
川
運
動
公
園

昭
和
三
十
四
年
に
公
園
造
成
が
な
さ
れ
た
滝
の
川
公
園
は、
永
ら
く
市
民
逍

遥
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た。
ま
た、
滝
川
屯
田
兵
の
練
兵
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
た
隣
接
地
は、
各
種
スポ
ー
ツ
施
設
が
整
え
ら
れ、
市
民
の
体
力

づ
く
り
や
各
種
競
技
大
会
等
に
利
用
が
多
く、
滝
の
川
運
動
公
園
と
し
て、
憩

い
と
体
力
向
上
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

(注
第
九
編
第
三
章
第三
節
参
照)

丸
加
高
原

昭
和
四
十
七
年、
畜
産
振
興
事
業
と
し
て
開
発
が
す
す
み、
広
大
な
市
営
牧

場
に
牛
や
馬
が
放
牧
さ
れ、
展
望
台、
駐
車
場、
牧
羊
用
石
造
サ
イ
ロ(市有形

文
化
財
)、
自
然
の
家
等
の
施
設
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た。

平
成
二
年
八
月、
健
康
の
郷
と
し
て
丸
加
高
原
を
位
置
づ
け
、
従
来
の
施
設

に
加
え
て
丸
加
高
原
伝
習
館
を
新
設
し
た
。
こ
れ
は
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
て
青
少
年
や
都
市
生
活
者
等
が
農
業

と
農
村
生
活
を
体
験
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
深
め
農
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で、
農
産
物
加
工
の
体
験
実
習、
宿

泊
研
究
な
ど
、
さ
わ
や
か
ふ
る
さ
と
体
験
村
を
目
指
し
て
い
る
。

な
お、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
し
て、
ゴ
ル
フ
場、
ホ
テ
ル
等
の
造
成
建
設
が
具

体
化
し
つ
つ
あ
る
。

航
空
公
園

滝
川
市
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
が、
空
を
飛
ぶ
こ
と
だ

池の前水上公園

北海道の森植樹風景

け
で
は
み
ん
な
の
も
の
と
云
え
ず
、
空
を
飛
ば
な
い
人
が
家
族
連
れ
で
来
て
も

空
を
知
り
、
空
と
遊
ぶ
こと
が
出
来
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園
を
め
ざ
し
て
造

成
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

石
狩
川
河
川
敷
の
滑
空
場
を
中
心
に
、
隣
接
す
る
中
島
町
に
か
け
て
の
九

六
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
五
つ
のゾ
ー
ン
を
造
成
し、
ス
ポ
ー
ツ
や
散
策、
遊
び

場
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
る
予
定
で、
平
成
十
年
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る。
(注

第
九
編
第
二
章
第
三
節
参
照)

池
の
前
水
上
公
園

滝
川
市
開
基
一〇
〇
年
記
念
の
プ
ロジ
ェ
ク
ト
と
し
て、
石
狩
河
畔
の
滝
川

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
いる
。
これ
は、
石
狩
川
治

水
事
業
八
十
周
年
を
記
念
し
て
同
地
区
に
川
の
科
学
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
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呼
応
し、

「百
年
の
滝
」
を
造
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
幅
一〇
〇

メ

ー
ト
ル、
高
さ
一〇
メー
ト
ル
の
壮
大
な
瀑
布
が
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
日
も
近

い。
す
で
に
造
成
さ
れ
た
東
公
園
の
滝
と、
美
術
自
然
史
館
前
庭
の
滝
と
合
わ

せ
る
と、
市
内
に
三
つ
の
滝
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
真
に
「滝
川
」
の
名
前

が
生
き
る
こ
と
に
な
る
。

池
の
前
水
上
公
園
は、
八
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
が
り
の
中
に、
水
と
川

と
森、
そ
し
て人
と
のふ
れ
合
い
の
広
場
と
し
て
平
成
五
年
の
第
一
期
工
事
の

完
成
を
め
ざ
し
進
捗
中
で
あ
る
。

な
お、
同
地
区
内
に
「北
海
道
の
森
」
造
成
の
た
め
植
樹
作
業
も
順
次
計
画

的
に
進
行
し
て
い
る
。

北
電
公
園

北
海
道
電
力
滝
川
火
力
発
電
所
は、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
稼
働
を
は
じ
め
、

全
道
一
の
出
力
を
も
つ
火
力
発
電
所
と
し
て
本
道
の
産
業
発
展
と
道
民
の
生
活

向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に、
滝
川
市
の
財
政
再
建
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き

た。
滝
川
火
力
発
電
所
で
は、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
石
炭
の
残
灰
を
野
積
み
し

て
き
た
た
め
灰
公
害
の
声
が
高
ま
って
き
た。
昭
和
四
十
八
年、
滝
川
市
は
長

期
に
亘
り
こ
の
地
を
借
り
受
け
た
こ
と
を
背
景
に、
都
市
計
画
公
園
の
指
定
を

受
け、
灰
山
に
土
木
工
事
残
土
等
を
堆
積
し
て
草
地
の
造
成
と
植
栽
を
し
て
緑

地
化
し
、
児
童
専
用
の
野
球
場
を
設
置
し
た
り
、
ミ
ニ
動
物
ら
ん
ど
を
開
設
し

て
児
童
生
徒
の
動
物
愛
護
の
精
神
と
更
に
は
観
光
・
憩
い
の
場
と
し
て
充
実
さ

せ
る
た
め
着
と々
整
備
を
す
す
め
、
市
民
の
利
用
も
年
を
追
う
ご
と
に
多
く
な

り
好
評
を
得
て
き
た
。

滝
川
市
は、
開
基
一〇
〇
年
を
記
念
す
る
に
あ
た
り
、
北
海
道
電
力
が
一

光

北 電公園

二
・
六
ヘ
ク
ター
ルに
及
ぶ
こ
の
地

を
市
に
寄
贈
し
た
こと
か
ら
、
一〇

〇
年
記
念
塔
を
こ
の
公
園
の
丘
に
建

設
す
る
こ
と
と
し
た。
展
望
台
を
兼

ね
た
こ
の
記
念
塔
は、
高
さ
は
丘
か

ら
五
二
メ
ー
ト
ル
で、
展
望
台
床
面

が
海
抜
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
設
計
さ

れ
て
お
り、
滝
川
市
内
は
も
ち
ろ

ん、
石
狩
川
の
悠
久
の
流
れ、
航
空

公
園
を
含
め
た
リバ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
が
眼
下
に
広
が
り
滝
川
の
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
と
し
て
の
勇
姿
に
市
民
の
期
待
は
大
き
い。
平
成
三
年
一
月
完
成
し

た
。チ
ョ
ッち
ゃ
ん
コ
レ
ク
シ
ョン

(文
京
町
一丁
目
一―‒一

市
民
会
館
内)

昭
和
六
十
三
年
九
月
、
滝
川
出
身
の
黒
柳
朝
か
ら、
こ
れ
ま
で
に
コ
レ
ク
シ

ョ
ンし
た
も
の
を
ふ
る
さ
と
滝
川
市
に
と
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
か
ら

ヨー
ロ
ッ
パ
に
旅
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
朝
が
、
旅
先
に
お
い
て
買
い
求
め

たも
の
で
、
十
九
世
紀
末
に
製
作
さ
れ
た
も
の
が
多
く、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

花
ビ
ン
類、
鉢
物、
時
計
(各種)、

大
壺
、
ロー
ソ
ク、
ブ
ロ
ー
チ、
バ
ッ

グ
類
・
水
が
め
・
絵
皿
・
ブ
ロ
ン
ズ
ラ
ン
プ
・
レー
ス
人
形
等、
そ
の
数
五
三

○
点
に
及
び、
時
価
に
す
る
と
一
億
円
は
悠
に
超
す
貴
重
な
品
で々
あ
る
。
ま

た、
長
女
徹
子
も
母
に
な
ら
い
自
ら
蒐
集
し
た
数
の々
品
を
寄
贈
し
、
母
娘
の

第
五
章
観
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チョッちゃんロケ風景
「チョッちゃんコレクション」
をみつめる黒柳朝と吉岡市長

コ
レ
クシ
ョン
が
市
民
会
館
に
展

示
さ
れ
供
覧
さ
れ
て
い
る
。

更
に
同
年
十
二
月、
市
民
会
館

階
段
踊
り
場
に
特
注
の
ステ
ン
ド

グ
ラ
スが
贈
ら
れ
彩
り
を
添
え

た
。
図
柄
は
朝
が
ふ
る
さ
と
滝
川

の
情
景
を
思
い
浮べ
な
が
ら
デ
ザ

イ
ン
さ
せ
た
も
の
で
、
コ
ス
モ
ス

や
プ
ラ
タ
ナ
ス、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の

木
や
花
の
中
を
と
び
交
う
鳥
た
ち

や
、
石
狩
川
・
空
知
川
の
流
れ
と

滝
川
の
山
が々
う
つ
し
出
さ
れ、

季
節
や
時
刻、
天
候
に
よ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
陽
光
に
よ
っ
て
微
妙
に
そ

の
趣
き
を
変
え
接
す
る
人
を々
楽

し
ま
せ、
そ
の
す
ぐ
前
に
展
示
さ

れ
て
いる
ド
イ
ツ
製
の
大
き
な
置

時
計
風
オ
ルゴ
ー
ル
の
豊
か
な
音

色
と
調
和
し
別
世
界
に
引
き
込
ま

れ
る
。
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

は、
全
部
で
一、
二
〇
〇
ピ
ー
ス

(部
分)
で
絵
が
構
成
さ
れ
て
お

り
、
使
わ
れ
た
ガ
ラ
ス
は
す
べ
て

フルーツの丘
ふれあいセンター

ふれあいセンター (江部乙フルーツ農園)

輸
入
ガ
ラ
ス
で
約
八
〇
〇
枚、
国
内

に
数
あ
る
ス
テン
ド
グ
ラ
ス
の
中
で

も
こ
れ
ほ
ど
多
彩
な
ガ
ラ
ス
を
使
っ

た
も
の
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
と

評
価
は
極
め
て
高
い。

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「チ
ョ

ッ
ち
ゃ
ん」
は、
日
本
中
の
人
の々

心
を
揺
り
動
かし
た
が、
そ
の
感
激

を
今
一
度
思
い
出
そ
う
と
、
道
内
外

の
観
光
団
体
が
市
民
会
館
に
立
ち
寄

り
、
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
コ
レ
ク
シ
ョン

に
陶
酔
す
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た。

江
部
乙
フ
ル
ー
ツ
農
園

国
道
十
二
号
を
北
上
し
、
江
部
乙
市
街
の
入
口
付
近
の
江
部乙
東
十
一
丁
目

の
信
号
を
右
折
し
丘
陵
に
向
い
約
一
キ
ロ
す
す
む
と
フ
ルー
ツ
農
園
に
行
き
着

v
oこ
の
農
園
は、
果
樹
を
と
り
ま
く
情
勢
が
厳
し
く
、
恒
常
的
な
生
産
過
剰、

外
国
産
品
の
輸
入
攻
勢、
消
費
の
伸
び
悩
み
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

た。
い
っぽ
う
世
相
は
道
路
網
の
整
備
と
と
も
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
に

よ
っ
て
余
暇
を
活
用
し
都
会
の
雑
踏
か
ら
逃
れ
て
自
然
を
求
め
る
傾
向
の
多
い

こ
と
から
、
果
樹
を
基
軸
と
し
て
畑
作
物
も
含
め
オ
ー
ルシ
ー
ズ
ン
観
光
農
園

に
衣
替
え
し、
昭
和
六
十
年
から
新
し
い
産
地
形
成
を
目
ざ
し
発
足
し
た
も
の

で
あ
る
。
一四戸

の
農
事
組
合
員
が、
フ
ルー
ツ
農
園
生
産
組
合
を
つ
く
り、

764



TAKIKAWATOWINMAP

至
旭
川

J
R

函
館
本
線

7.

江湖 駅
原高加

伝

展望台
部乙支所

無糖寒別連峰
温泉 新中排

暑寒別天売焼尻国定公園
沼竜雨

至雨竜・留萌 平赤部江道々紙部 で・・赤 平 線

農村環境
改善センタ

旭沢自然の家

滝川北 高校

38
清意試験場

鐵
路

洋生地サイクリンク 羊の 里

害阻もかしあ

中中央工業団地 ターミナル 遺伝資源センター マジカコード

陸上自衛隊
滝川駐 屯地

交通安全祈願像
川竜

高 等技 術

無

東門 学 路 :

滝川工業高校:
碑歌彰

二米地喜雄

ーカヌー 水田地帯
練習場 北 電
上公園#100年記 念塔 那 公園

チョッちゃんがすべった
ー の坂りちゃ んの 生 誕 地 市民会館ハスキー 場

流川 ・C

民市

ゴルフハウス

音川西高校 果健所
迪

�/

し、ぶき山車を推

館民公

浙 江 会 議 所 ク
ラ
ブ

空
知
カン
ー

至

石狩川
野球場

館学科空航

mmhw駅川竜

フール
西公園 =

ザラフ

2.58
粒の 東 美術三�史館

グライダ
・アー

…

基地 統空科学研修ゼミ

有機物

至札幌空知川 北泉岳寺 mmmm
(四十七士の葉

ロコ
緑地

Message

765

第
五
章
観

光

至
帯
広

JR根 室 本 部 品

北 市 チョ・

流通団地

/本 店

線川竜

分理期
き場

・平赤・

館土

道々

� �



第
十
三
編
生
活
と
文
化

改
植
や
新
品
種
研
究、
小
果
樹の
苗
木
養
成
か
ら
生
産、
販
売
ま
で
連
け
い
し

て
運
営
し
て
い
る
。

こ
の
フ
ル
ー
ツ
農
園
の
特
色
は
、
子ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
フ
ァミ
リ
ー

で
快
適
な
環
境
の
中
に
お
い
て
楽
し
め
る
こ
と、
も
ぎ
取
り
園
、
オ
ー
ナ
ー

制
、
野
菜
の
収
穫
の
喜
び
に
よ
り
春
か
ら
秋
ま
で
農
業
体
験
が
出
来、
自
然
食

を
味
わ
え
る
こ
と
、
ビ
ジ
タ
ー
セン
タ
ー
建
設
に
よ
り
農
産
物
の
提
供、
収
穫

し
た
ば
かり
の
農
産
物
を
食
べ
ら
れ
る
機
会
を
提
供
で
き
る
こ
と
等
で、
取
り

扱
わ
れ
る
産
品
は
、
リ
ン
ゴ
・
ナ
シ
・
イ
チ
ゴ
•
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
サ
ク
ラ
ン

ボ
・
アス
パ
ラ
ガ
ス・
メ
ロン
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
ク
リ
な
ど
多
種
多
様

で
、
五月
から
十
月
ま
で
豊
か
な
果
木
や
果
実
の
匂
う
見
晴し
の
よ
い
丘
の
上

で
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
る
農
園
で
あ
る
。

社
団
法
人
・
た
き
か
わ
観
光
協
会

昭
和三
十
四
年
に
発
足
し
た
滝
川
観
光
協
会
は、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
に

向
か
う
背
景
の
中
に
組
織
さ
れ、
滝
川
の
活
力
あ
る
歩
み
と
と
も
に
推
移
し
て

き
た
。
し
かし
、
生
活
の
向
上、
余
暇
時
間
の
拡
大、
交
通
網
の
整
備
拡
充、
車
の

普
及
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
観
光
指
向
と
、
地
域
産
業
と
し
て
の
再
認

識
から
昭
和
五
十
七
年
から
五
十
九
年
の二
年
間
に
わ
た
り、
滝
川
商
工
会
議

所
が
中
心
と
な
り
、
滝
川
の
観
光
を
考
え
る
会
を
設
置、
新
た
な
観
光
事
業
の

推
進
と
組
織
確
立
に
つ
い
て
検
討
し
提
言
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
提
言
に
基
づ
き
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
、
全
市
民
の
協
力
と
支
援
を
基

盤
に
し
た
「た
き
か
わ
観
光
協
会
」
が
発
足
し
、
協
会
の
財
政
的
基
盤
の
確
立

を
す
す
め
、
事
業
内
容
も
、
新
し
い祭
り
"し
ぶ
き
祭
々
の
企
画
と
実
施、
継

続
事
業
の
拡
大、
来
街
客
へ
の
サー
ビ
ス向
上
事
業
等
裾
野
の
広
い
活
動
を
続

け
確
実
に
業
績
を
積
み
上
げ
て
き
た。

観
光
協
会
の
推
進
す
る
諸
事
業
は、
公
益
性
が
高
く
か
つ
地
域
社
会
と
の
深

い
か
か
わ
り
から、

昭
和
六
十三
年
民
法
に
基
づ
く
法
人
化
へ
の
移
行
が
提
言

さ
れ、
平
成
元
年
度
の
通
常
総
会
の
議
決
を
経
て
許
可
申
請
を
行
っ
た
。

平
成二
年
四
月
二
十
四
日、
道
知
事
よ
り
社
団
法
人
の
認
可
を
う
け、
こ
れ

を
機
会
に
滝
川
産
経
会
館
一
階
に
独
立
し
た
観
光
協
会
事
務
所
を
開
設
し
た
。

今
後、
成
熟
化
社
会
・
国
際
化・
多
様
化
を
迎
え
る
各
地
域
に
お
け
る
観
光

事
業
は
一
段
と
激
化
す
る
方
向
に
あ
る
が、
今
後
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
だ
け
に、
た
き
か
わ
観
光
協
会
の
果
た
す
役
割
と

リ
ー
ダー
シ
ップ
は
極
め
て
大
き
く
、
市
民
の
期
待
す
る
と
こ
ろ大
で
あ
る
。

・
会
員
数
四
三
三
名
(平
成二
年
六
月
現
在)

在
二
代
塩
尻

一郎(昭
六
三
・
六

現
・
歴
代
会
長

初
代
吉
岡
清
栄(曜

江
沈
・
一二

"
六
三
・五

第
二
節
滝
川
市
の
周
辺
観
光

国
道
三
十
八
号
線

滝
川
市
を
起
点
に
し
て、
バ
ス
や
車
を
利
用
し
て
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
中

空
知
広
域
圏
の
観
光
地
を
あ
げ
る
と
、

芦
別
市
(芦
別
温
泉・
北
の
京
芦
別)

市
域
の
九
〇
パ
ー
セン
ト
が
森
林
と
い
う
芦
別
は、
昭
和
五
十
九
年
「星
の

降
る
里
・
芦
別
」
を
宣
言、
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ、
自
然
的
・
人
工
的
観
光

レ
クリ

エー
シ
ョン
の
施
設
の
多
い
と
こ
ろ
で、
富
良
野
・
芦
別
道
立
自
然
公

園
を
は
じ
め
「北
の
京
(み
やこ)

芦
別
」
の
十
二
支
公
苑、

ユ
ニ
ー
ク
な
ホ
テ
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ル五
重
の
塔、
銘
石
大
浴
場
を
は
じ
め
と
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
各
種
大

浴
場、
高
さ
八
八
メー
ト
ルの
世
界
一
を
誇
る
大
観
音
像
な
ど
、
楽
し
さ
を
満

喫
で
き
る
。

市
街
地
か
ら
車
で
一
〇
分
ほ
ど
の
山
あ
い
に
芦
別
健
民
セ
ン
タ
ー
「芦
別
温

泉
」
が
あ
る
。
北
海
道
で
唯
一
の
国
民
保
健
温
泉
地
で、
八
種
類
の
浴
槽
を
整

備
、
体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
無
料
で
使

え
る
。
昭
和
六
十
二
年
に
は
シン
ボ
ル
タ
ワ
ー
も
完
成、
翌
六
十三
年
に
も
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
温
泉
施
設
「
星
遊
館」
が
オ
ープ
ン
し
た
。

平
成二
年、
ラベ
ン
ダ
ー
畑の
中
に、
名
作
「
赤
毛
の
アン
」
の
世
界
を
再

現
し
た
「
カ
ナデ
ィア
ン
ワー
ル
ド
」
が
オ
ー
プ
ン
。
カ
ナ
ダ
の
特
産
物
の
シ

ヨ
ッピ
ン
グ、
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト、
ど
れ
も
本
格
的
な
も
の
で
詩
情
豊
か
で
あ

る
。赤
平
市
(エルム

森
林公
園・
エル
ム
スポー

ツゾ
ー
ン)

国
道三
十
八
号
線

市
の
北
に
そ
び
え
る
エ
ルム
ケ
ップ
山
の山
麓
は、
シラ
カバ
・
ナ
ラ
・
カ

エデ
な
ど
広
葉
樹
が
繁
茂
し
山
菜
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
こ
の
地
に
森
を
テ
ー
マ

に
し
た
森
林
公
園
を
造
成、
平
成
二
年
に
オ
ープ
ン。
こ
の
公
園
に
は
四
種
の

森
が
あ
り、
木
製
の
遊
具
や
自
然
観察
塔
など
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
で
も
が
自
然
に
親
し
め
る
よ
う
な
施
設
が
と
と
の
って
い
る
。

赤
平
山
研
修
セン
ター
を
中心
と
し
た
エ
ル
ム
スポ
ー
ツ
ゾー
ン
は、
恵
ま

れ
た
自
然
に
囲
ま
れ、
交
通
の
便
も
良
く、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
ク
ビ
ー
を
は
じ
め

テ
ニ
ス
コー
ト
・
野
球
場
・
ス
ポ
ー
ツ
セン
ター
・
総
合
体
育
館、
柔
・
剣
道

が
行
え
る
武
道
館
な
ど
で
あ
る
。

第
五
章
観

ス
キー
愛
好
者
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

砂
川
市
(子
ど
も
の
国)

国
道
十
二
号
線

水
郷
滝
川
公
園
で
「国
木
田
独
歩
の
碑
」、
「
石
川
啄
木
の
碑
」
に
空
知川
の

詩
情
を
味
わ
い、
北
泉
岳
寺
に
お
い
て
「赤
穂
四
十
七
義
士
之
墓
」
に
詣
で、

石
山
の
方
向
に
向
か
う
。

「道
立子
ど
も
の
国
」
に
は
宿
泊
二
〇
〇
人
収
容
の
道
立
自
然
の
家
を
は
じ

め
と
し
、
レ
スト
ハ
ウ
ス
・
冒
険
広
場
・
森
の
と
り
で
・
河
の
と
り
で
・
野
外

ス
テ
ー
ジ
な
ど
多
く
の
施
設
や
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
炊
事
場
・
水

道
施
設
も
完
備、

一〇
〇
人
収
容
可
能
な
キ
ャ
ンプ
場
も
あ
る
。

石
山
を
中
心
に
広
が
る
一
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
道
立
子
ど
も
の
国
は、

道
立
の
都
市
公
園
で
豊
富
な
野
草
や
樹
木
に
つ
つ
ま
れ、
小
さ
な
動
物
や
小
鳥

た
ち
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た、
ピ
ラミ
ッ
ド
や
万
里
の
長
城
な
ど
世
界
七
不

思
議
に
数
え
ら
れ
る
建
物
も
あ
り
、
子
ど
も
な
ら
ず
と
も
好
奇
心
を
く
す
ぐ
ら

れ
る
。

歌
志
内
市
(
か
も
い
岳
ス
キ
ー
場
・
悲
別
ロ
マン
座)

道
赤々
平
砂
川
線

市
の
東
部
に
位
置
す
る
「
悲
別
ロ
マン
座
」
は、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「昨
日
、

悲
別
で
」
に
登
場
以
来、
全
国
か
ら
若
者
が
訪
れ、
ロ
マン
座
保
存
会
の
ユ

ニ
ー
クな
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
元
の
若
者
と
の
交
流
も
さ
か
ん
に
な
った。

標
高
四
七
七
メー
ト
ルの
か
も
い
岳
自
然
公
園
に
は、
レ
ス
ト
ハウ
ス、
展

望
台、
鹿
放
牧
場、
キ
ャン
プ
場
な
ど
が
あ
り、
森
林
浴、

ハイ
キ
ン
グ
に
最

適
。
山
頂
で
は
中
空
知
は
も
と
よ
り
遠
く
十
勝
連
峰
な
ど
も
見
渡
せ
る
大
パ
ノ

ラ
マ
が
広
が
る
。

ま
た、
冬
に
は
空
知
管
内
屈
指
の
広
さ
を
有
す
る
赤
平
山
ス
キ
ー
場
が
あ
り

ま
た、
冬
に
は
か
も
い
岳
ス
キ
ー
場
と
し
て
ス
キ
ー
や、

チ
ロリ
ア
ン
ロ
デ

光
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第
十
三
編
生
活
と
文
化

ル(木
製
そり)が

楽
し
め、
毎
年
大
勢
の
人
で々
に
ぎ
わ
う
。

国
道
十
二
号
線

奈
井
江
町
(な
いえ
温
泉
ホ
テル
北
の
湯)

“天
与
の
霊
泉
"
と
し
て
名
高
い
な
い
え
温
泉
は
、
硫
黄
を
含
む
ナ
ト
リ
ウ

ム
炭
酸
水
素
塩
泉
で、
高
血
圧
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
多
く
の
症
状
に
効
用
が
あ
る

と
い
わ
れ、
以
前
から
多
く
の
人
に々
利
用
さ
れ
て
い
た。
平
成
元
年、
建
物

の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こと
から
新
し
く
建
築
「ホ
テ
ル
北
の
湯
」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
。

モ
ダ
ン
な
建
物
の
大
浴
場
で
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
つ
か
れ
ば、
疲
労
は
一
気

に
と
れ
る
と
好
評
で
あ
る
。

上
砂
川
町
(上
砂
川
岳
温
泉・
日
本
庭
園)

道
芦々
別
砂
川
線

渓
谷
と
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
上
砂
川
岳
温
泉
は
良
質
な
重
曹
泉
で
神
経
痛
、

リ
ウ
マ
チ、
皮
膚
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
こ
と
で
人
気
が
高
く
昭
和
四
十
六
年

「
国
民
休
養
地」
北
海
道
第
一
号
と
し
て
環
境
庁
の
指
定
を
受
け
た。

温
泉
の
す
ぐ
前
は
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
を
誇
る
上
砂
川
岳

国
際
ス
キ
ー
場、
ま
た、
隣
接
の
沢
に
自
然
美
を
巧
み
に
と
り
入
れ
た
日
本
庭

園
が
あ
る
。
「野
鳥
の
橋
」
を
渡
り
な
が
ら
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け、

日
本
庭
園
に
入
る
と
滝
・
石
庭
が
眼
に
つ
く。
秋
田
杉
・
赤
エゾ
松
・
水
松
が

見
事
な
枝
ぶ
り
を
見
せ
る
静
ひ
つ
な
空
間
に、
三段
落
ち
の
滝
が
す
が
す
が
し

い
水
音
を
訪
れ
る
人
に々
き
か
せ
て
く
れ
る
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「昨
日、
悲
別
で
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
J
R
上
砂
川
駅
に

は
終
着
駅
「か
な
し
べ
つ
」
の
看
板
が
立
って
お
り
、
今
な
お
若
い
旅
人
た
ち

が
架
空
の
町、
悲
別
を
訪
れ
る
。

三井
砂
川
礦
閉
山
後
の
立
坑
を
利
用
し
、
世
界
最
大
規
模
の
無
重
力
実
験
セ

ン
ター
建
設
が
着
と々
進
めら
れ、
上
砂
川
の
新
し
い
シン
ボ
ルと
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
。

浦
臼
町
(鶴
沼
公
園
)
国
道
二
百
七
十
五
号
線

昭
和
四
十
八
年
自
然
休
養
村
の
指
定
を
う
け
、
全
町
挙
げ
て
産
業
公
園
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
保
養、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
は
鶴
沼

公
園
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
テ
ニ
ス、
ボ
ー
ト
遊
び
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
が
楽
し

め、
休
養
セン
ター
で
の
休
憩
、
宿
泊
。
特
産
の
ワ
イ
ン
や
牛
肉
料
理
な
ど
地

元
名
産
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る
。

ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
事
業
と
し
て
浦
臼
山
で
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
が
活
目

さ
れ
る
。
上
昇
気
流
に
の
って、

ハン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー、
パ
ラ
グ
ライ
ダー
な

ど
で
の
大
空
散
歩
は
快
適
そ
の
も
の
で
あ
る。
また
、
クレ
ー射
撃
場が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
人
に々
好
評
で
あ
る
。

新
十
津
川
町
(ふ
る
さ
と
公
園
)
道

滝々
川
浜
益
線

町
の
中
心
か
ら
南
西
へ
約
四
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ふ
る
さ
と
公
園
は、
新

十
津
川
の
大
レ
ク
リ
ェー
シ
ョ
ン
基
地
で
あ
る
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
完
備
の
野
球

場
を
は
じ
め、
テ
ニ
ス
コー
ト、
フ
ィ
ー
ルド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク、
野
外
ス
テ
ー

ジ
、
ポ
ニ
ー
牧
場
、
更
に
、
近
代
的
な
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
水
泳
プ
ー
ル、

青
少
年
交
流
キ
ャ
ンプ
村
等
の
施
設
が
広
大
な
台
地
に
整
え
ら
れ
て
い
る。

ま
た、
全
国
で
も
珍
し
い
昆
虫
や
植
物
を
テ
ー
マ
にし
た
"む
し
む
し
ラ
ン

ド
ル
が
平
成
二
年
に
オ
ー
プ
ン、
自
然
観
察
や
体
験
学
習
が
で
き
る
。
更
に、

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
ッグ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
し
ん
と
つ
か
わ
り
もふ

る
さ
と
公
園
内
に
あ
り
、
ふ
る
さ
と
温
泉
と
して
町
内
外
の
利
用
者
は
多
く、

好
評
を
得
て
い
る
。
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雨
竜
町
(雨
竜
沼
と
南
暑
寒
別
岳
)
道

江々
部
乙
雨
竜
線

暑
寒
別
岳
を
中
心
と
し
た
一
帯
は
道
立
自
然
公
園
の
指
定
で
あ
っ
た
が、
平

成
二
年
八
月、
暑
寒
別
・
天
売
焼
尻
国
定
公
園
に
昇
格
し
た
。
こ
の
公
園
域
内

標
高
九〇
〇
メー
ト
ル
に
あ
る
雨
竜
沼
湿
原
帯
は、
尾
瀬
沼
に
匹
敵
す
る
高
層

湿
原
で
、
大
小
一
〇
〇
余
り
の
湖
沼
群
が
点
在
す
る
中
に、
湿
原
性
の
植
物、

高
山
性
植
物
が
み
ら
れ、
限
り
な
く
清
ら
か
な
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
る
。

ま
た
、
南
暑
寒
別
岳
を
辿
り
な
が
ら
の
登
山
道
で
は、
白
竜
の
滝
や
雨
竜
沼

な
ど
の
す
ば
ら
し
い
景
観
を
堪
能
で
き
、
暑
寒
別
岳
の
頂
上
に
立
つ
と
晴
天
の

日
は
遠
く
利
尻
富
士
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
観
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